
常温硬化形タンク内面コーティング用エポキシ樹脂塗料

EPONICS♯310DV SYSTEM
♯

エポニックス
システム

2024HP-PDF E-7609.19.5⑨（M）
（63.6）

東京営業所
札幌営業所
仙台営業所
北関東営業所
新潟営業所
千葉営業所
神奈川営業所
静岡営業所

東京都大田区蒲田5-13-23（TOKYU REIT 蒲田ビル）
札幌市白石区中央二条1-5-1
仙台市若林区六丁の目西町8-1 (齋喜センタービル)
埼玉県久喜市久喜中央１丁目5-18（辻屋ビル）
新潟市中央区南笹口1-1-54（日生南笹口ビル）
千葉市中央区富士見2-7-5（富士見ハイネスビル）
神奈川県相模原市中央区鹿沼台1-7-7（トラスト・テック相模原ビル）
静岡市葵区御幸町8（静岡三菱ビル）

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

03-5710-4501
011-822-1661
022-288-8866
0480-26-5111
025-244-7890
043-225-1721
042-786-1831
054-254-5341

〠
〠
〠
〠
〠
〠
〠
〠

144-0052
003-0012
984-0011
346-0003
950-0912
260-0015
252-0233
420-0857

大阪営業所
名古屋営業所
富山営業所
京滋営業所
姫路出張所
岡山営業所
広島営業所
高松営業所
福岡営業所

大阪市中央区南船場1-18-11（SRビル長堀）
名古屋市中区金山1-12-14（金山総合ビル）
富山市新桜町6-15（Toyama Sakuraビル)
京都市山科区竹鼻堂ノ前町46-1（京都山科ビル）
兵庫県姫路市東延末1-1（姫路NKビル）
岡山市北区高柳東町10-30
広島市南区大州3-4-1
高松市多肥下町1511-1（サンフラワー通り東ビルⅠ）
福岡県糟屋郡粕屋町長者原東3-10-5

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

06-6266-3116
052-332-1701
076-444-5260
075-595-7761
079-226-5727
086-214-1852
082-286-2811
087-869-2585
092-938-8222

〠
〠
〠
〠
〠
〠
〠
〠
〠

542-0081
460-0022
930-0005
607-8085
670-0965
700-0034
732-0802
761-8075
811-2317

塗料相談室 フリーコール
いーないろ

0120-98-1716 https://www.dnt.co.jp/



1.内容物に適用するコーティングの種類

2.性能試験 3.有害性金属の溶出試験

鉄部に強固に密着し、上塗りは溶剤のリリースが良いため、

システムとして耐水性の強い塗膜を形成します。

各種石油製品、溶剤類に優れた耐久性を示します。

刷毛・エアレスのいずれでも塗りやすく設計されています。

石油タンク内面・水タンク内面・薬品タンク内面
※上記以外の用途に使用される場合は、弊社にお問い合わせ下さい。

○：使用可　　×：使用不可　　̶：適用外

※１：ジェット燃料が内容物の場合は「エポニックス#310DV 上塗」を塗装した際、条件により極表層にて変色する場合がありますので、
　　　上塗りは「エポニックス#310DV 上塗 三愛 JET」をご使用下さい。
※２：加温時は弊社「レジライニング#50HRシステム」をご使用下さい。
※３：水分介在下では亜鉛の溶出が起こることがあります。
上記以外の内容物については、弊社へお問い合わせ下さい。
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No.２,No.４

No.２,No.４

No.２,No.４

No.２,No.４

No.２,No.４

No.２,No.４

No.２,No.４

No.２,No.４

No.２,No.４

No.１,No.３

No.１,No.２

No.１,No.３

No.２,No.４

No.２,No.４

No.２,No.４

No.５

ー

コーティングの種類

内容物の種類

重油

原油

加温

常温（～40℃）

加温

常温（～40℃）

灯油

ガソリン

軽油

ナフサ

エチレングリコール

植物油

潤滑油

純水

工業用水

５０％苛性ソーダ

次亜塩素酸ソーダ（～５％）

尿素（５０％）溶液

アンモニア水溶液（～１０％）

ジェット燃料

塩酸

硫酸

メタノール

エタノール

ＢＴＸ

酢酸水溶液

エポニックス   ３１０DV   上塗   三愛JET

エポニックス   ３１０DV   上塗

エポニックス   ３１０DV   中塗

エポニックス   ３１０DV   下塗

ホワイト
淡彩

クリーム

ＭＥＫ

ビニルエステル樹脂系
ガラスフレークコーティング材
レジライニング#５０システム

無機ジンクリッチペイント
ゼッタールOL－HB仕様番号

試験項目

鉛筆硬度

耐摩耗性

付着性

耐衝撃性

耐中性塩水噴霧性

耐湿性

沸水試験

試験方法

ＪＩＳ Ｋ ５６００－５－４

ＪＩＳ Ｋ ５６００－５－９
（ＣＳ－１７ １０００回転）

デュポン式

アドヒージョンテスター

2mm幅 碁盤目試験

ＪＩＳ Ｋ ５６００－７－１

ＪＩＳ Ｋ ５６００－７－２

ー

試験結果 ヒ素 検出されない

検出されない

検出されない

検出されない

検出されない

鉛

銅

６価クロム

水銀

Ｈ

５００ｇ×１/２インチΦ×５０ｃｍ

３．０ＭＰａ以上

２５／２５

７０ｍｇ

１００００時間  異常なし

１００００時間  異常なし

１００時間  異常なし

１８.９kgセット
（主剤１７.３kg、硬化剤１.６kg）

１７.８kgセット
（主剤１６.２kg、硬化剤１.６kg）

１８.２kgセット
（主剤１５.４３kg、硬化剤２.７７kg）

２０kgセット
（主剤１７kg、硬化剤３kg）

上記容量の数値は標準を示すものであり、若干の変動があります。

エポキシ樹脂の持つ広い範囲の特性のうち、特に耐水性・耐溶剤性・耐薬品性に優れたタンクコーティング用

エポキシ樹脂塗料です。

常温硬化形タンク内面コーティング用エポキシ樹脂塗料
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 仕様番号  No.1  仕様番号  No.2

注１） 標準使用量は、標準膜厚（平均値）を確保するのに要する塗料使用量であり、被塗物の形状や塗装条件によって異なります。
注２） 塗装間隔は、標準状態（20℃）におけるものであり、環境条件季節（温度条件）などにより異なります。
注３） 溶接部および膜厚が付きにくい箇所（エッジ、コバなど）においては、中塗りにて増し塗りを行って下さい。
注４） 塗装完了後、ピンホール検査を実施して下さい。　電圧［Ｖ］＝（100/25［Ｖ／μｍ］）×最小膜厚［μｍ］
注５） 施工に際しては、施工上の注意および施工要領書を参照下さい。

適 用 箇 所

内容物種類

温 度

最 小 膜 厚

：

：

：

：

タンク内面

2ページ「内容物に適用するコーティングの種類」を参照下さい。

常温（～40℃）

200μｍ

１.

２.

３.

４.

５.使用材料一覧表

一般名

有機ジンクリッチプライマー

商品名

  ゼッタールＥＰ－２

希釈剤

 ゼッタールＥＰ－２シンナー

エポキシ樹脂中塗塗料 エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗 エポニックスシンナーＢ

エポキシ樹脂上塗塗料 厚膜形 エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗 エポニックスシンナーＢ

６.塗装仕様

工程

４時間以内

ー

商品名

下塗り ゼッタールＥＰ－２ ２００

３４０

７３０

２０

７０

１８０

標準使用量
（ｇ/㎡/回）

目標膜厚
（μm/回）

塗装間隔
（20℃）

１２時間以上
６ヶ月以内

１０時間以上
７日以内

希釈率（重量比%）
（塗装方法）

５～１５
（エアレス）

０～５
（エアレス）

０～５
（エアレス）

中塗り エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗

上塗り エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗

７.混合希釈要領

０～５％

０～５％

５～１５％

商品名 希釈シンナー 混合比率 塗装方法 希釈率

ゼッタールＥＰ－２ エアレス

エアレス

エアレス

主　剤
硬化剤

主　剤
硬化剤

主　剤
硬化剤

９５部
５部

９１部
 ９部

８４.８部
 １５.２部

エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗

エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗

 ゼッタールＥＰ－２シンナー

エポニックスシンナーＢ

エポニックスシンナーＢ

注１） 標準使用量は、標準膜厚（平均値）を確保するのに要する塗料使用量であり、被塗物の形状や塗装条件によって異なります。
注２） 塗装間隔は、標準状態（20℃）におけるものであり、環境条件季節（温度条件）などにより異なります。
注３） 溶接部および膜厚が付きにくい箇所（エッジ、コバなど）においては、中塗りにて増し塗りを行って下さい。
注４） 塗装完了後、ピンホール検査を実施して下さい。　電圧［Ｖ］＝（100/25［Ｖ／μｍ］）×最小膜厚［μｍ］
注５） 施工に際しては、施工上の注意および施工要領書を参照下さい。

適 用 箇 所

内容物種類

温 度

最 小 膜 厚

：

：

：

：

タンク内面

2ページ「内容物に適用するコーティングの種類」を参照下さい。

常温（～40℃）

200μｍ

１.

２.

３.

４.

５.使用材料一覧表

一般名

エポキシ樹脂下塗塗料

商品名

エポニックス＃３１０ＤＶ 下塗

希釈剤

エポニックスシンナーＢ

エポキシ樹脂中塗塗料 エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗 エポニックスシンナーＢ

エポキシ樹脂上塗塗料 厚膜形 エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗 エポニックスシンナーＢ

６.塗装仕様

工程

素地調整 素地調整４時間以内

ー

商品名

下塗り エポニックス＃３１０ＤＶ 下塗 ２５０

３４０

６１０

５０

７０

１５０

標準使用量
（ｇ/㎡/回）

目標膜厚
（μm/回）

塗装間隔
（20℃）

５時間以上
７日以内

１０時間以上
７日以内

希釈率（重量比%）
（塗装方法）

０～５
（エアレス）

０～５
（エアレス）

０～５
（エアレス）

中塗り エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗

上塗り エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗

７.混合希釈要領

０～５％

０～５％

０～５％

商品名 希釈シンナー 混合比率 塗装方法 希釈率

エポニックス＃３１０ＤＶ 下塗 エアレス

エアレス

エアレス

主　剤
硬化剤

主　剤
硬化剤

主　剤
硬化剤

９１.５部
 ８.５部

９１部
 ９部

８４.８部
 １５.２部

エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗

エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗

エポニックスシンナーＢ

エポニックスシンナーＢ

エポニックスシンナーＢ

ブラスト処理：ＩＳＯーＳａ２ １/２（SSPCーSP１０） ブラスト処理：ＩＳＯーＳａ２ １/２（SSPCーSP１０）

色相

グレー

バフ

ブルーホワイト

色相

グリーン

バフ

ブルーホワイト



 仕様番号  No.1  仕様番号  No.2

注１） 標準使用量は、標準膜厚（平均値）を確保するのに要する塗料使用量であり、被塗物の形状や塗装条件によって異なります。
注２） 塗装間隔は、標準状態（20℃）におけるものであり、環境条件季節（温度条件）などにより異なります。
注３） 溶接部および膜厚が付きにくい箇所（エッジ、コバなど）においては、中塗りにて増し塗りを行って下さい。
注４） 塗装完了後、ピンホール検査を実施して下さい。　電圧［Ｖ］＝（100/25［Ｖ／μｍ］）×最小膜厚［μｍ］
注５） 施工に際しては、施工上の注意および施工要領書を参照下さい。

適 用 箇 所

内容物種類

温 度

最 小 膜 厚

：

：

：

：

タンク内面

2ページ「内容物に適用するコーティングの種類」を参照下さい。

常温（～40℃）

200μｍ

１.

２.

３.

４.

５.使用材料一覧表

一般名

有機ジンクリッチプライマー

商品名

  ゼッタールＥＰ－２

希釈剤

 ゼッタールＥＰ－２シンナー

エポキシ樹脂中塗塗料 エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗 エポニックスシンナーＢ

エポキシ樹脂上塗塗料 厚膜形 エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗 エポニックスシンナーＢ

６.塗装仕様

工程

４時間以内

ー

商品名

下塗り ゼッタールＥＰ－２ ２００

３４０

７３０

２０

７０

１８０

標準使用量
（ｇ/㎡/回）

目標膜厚
（μm/回）

塗装間隔
（20℃）

１２時間以上
６ヶ月以内

１０時間以上
７日以内

希釈率（重量比%）
（塗装方法）

５～１５
（エアレス）

０～５
（エアレス）

０～５
（エアレス）

中塗り エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗

上塗り エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗

７.混合希釈要領

０～５％

０～５％

５～１５％

商品名 希釈シンナー 混合比率 塗装方法 希釈率

ゼッタールＥＰ－２ エアレス

エアレス

エアレス

主　剤
硬化剤

主　剤
硬化剤

主　剤
硬化剤

９５部
５部

９１部
 ９部

８４.８部
 １５.２部

エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗

エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗

 ゼッタールＥＰ－２シンナー

エポニックスシンナーＢ

エポニックスシンナーＢ

注１） 標準使用量は、標準膜厚（平均値）を確保するのに要する塗料使用量であり、被塗物の形状や塗装条件によって異なります。
注２） 塗装間隔は、標準状態（20℃）におけるものであり、環境条件季節（温度条件）などにより異なります。
注３） 溶接部および膜厚が付きにくい箇所（エッジ、コバなど）においては、中塗りにて増し塗りを行って下さい。
注４） 塗装完了後、ピンホール検査を実施して下さい。　電圧［Ｖ］＝（100/25［Ｖ／μｍ］）×最小膜厚［μｍ］
注５） 施工に際しては、施工上の注意および施工要領書を参照下さい。

適 用 箇 所

内容物種類

温 度

最 小 膜 厚

：

：

：

：

タンク内面

2ページ「内容物に適用するコーティングの種類」を参照下さい。

常温（～40℃）

200μｍ

１.

２.

３.

４.

５.使用材料一覧表

一般名

エポキシ樹脂下塗塗料

商品名

エポニックス＃３１０ＤＶ 下塗

希釈剤

エポニックスシンナーＢ

エポキシ樹脂中塗塗料 エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗 エポニックスシンナーＢ

エポキシ樹脂上塗塗料 厚膜形 エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗 エポニックスシンナーＢ

６.塗装仕様

工程

素地調整 素地調整４時間以内

ー

商品名

下塗り エポニックス＃３１０ＤＶ 下塗 ２５０

３４０

６１０

５０

７０

１５０

標準使用量
（ｇ/㎡/回）

目標膜厚
（μm/回）

塗装間隔
（20℃）

５時間以上
７日以内

１０時間以上
７日以内

希釈率（重量比%）
（塗装方法）

０～５
（エアレス）

０～５
（エアレス）

０～５
（エアレス）

中塗り エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗

上塗り エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗

７.混合希釈要領

０～５％

０～５％

０～５％

商品名 希釈シンナー 混合比率 塗装方法 希釈率

エポニックス＃３１０ＤＶ 下塗 エアレス

エアレス

エアレス

主　剤
硬化剤

主　剤
硬化剤

主　剤
硬化剤

９１.５部
 ８.５部

９１部
 ９部

８４.８部
 １５.２部

エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗

エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗

エポニックスシンナーＢ

エポニックスシンナーＢ

エポニックスシンナーＢ

ブラスト処理：ＩＳＯーＳａ２ １/２（SSPCーSP１０） ブラスト処理：ＩＳＯーＳａ２ １/２（SSPCーSP１０）

色相

グレー

バフ

ブルーホワイト

色相

グリーン

バフ

ブルーホワイト



注１） 標準使用量は、標準膜厚（平均値）を確保するのに要する塗料使用量であり、被塗物の形状や塗装条件によって異なります。
注２） 塗装間隔は、標準状態（20℃）におけるものであり、環境条件季節（温度条件）などにより異なります。
注３） 溶接部および膜厚が付きにくい箇所（エッジ、コバなど）においては、中塗りにて増し塗りを行って下さい。
注４） 塗装完了後、ピンホール検査を実施して下さい。　電圧［Ｖ］＝（100/25［Ｖ／μｍ］）×最小膜厚［μｍ］
注５） 施工に際しては、施工上の注意および施工要領書を参照下さい。

適 用 箇 所

内容物種類

温 度

最 小 膜 厚

：

：

：

：

タンク内面

2ページ「内容物に適用するコーティングの種類」を参照下さい。

常温（～40℃）

250μｍ

１.

２.

３.

４.

５.使用材料一覧表

一般名

エポキシ樹脂下塗塗料

商品名

エポニックス＃３１０ＤＶ 下塗

希釈剤

エポニックスシンナーＢ

エポキシ樹脂中塗塗料 エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗 エポニックスシンナーＢ

エポキシ樹脂上塗塗料 厚膜形 エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗 エポニックスシンナーＢ

６.塗装仕様

工程

素地調整 ４時間以内

ー

商品名 色相

下塗り エポニックス＃３１０ＤＶ 下塗 ２５０

３４０

４９０

５０

７０

１２０

標準使用量
（ｇ/㎡/回）

目標膜厚
（μm/回）

塗装間隔
（20℃）

５時間以上
７日以内

１０時間以上
７日以内

２４時間以上
７日以内

希釈率（重量比%）
（塗装方法）

０～５
（エアレス）

０～５
（エアレス）

０～５
（エアレス）

中塗り エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗

上塗り
第二層目 エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗

グリーン

バフ

ブルーホワイト

４９０ １２００～５
（エアレス）

上塗り
第一層目 エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗 ブルーホワイト

色相

グレー

バフ

ブルーホワイト

ブルーホワイト

７.混合希釈要領

０～５％

０～５％

０～５％

商品名 希釈シンナー 混合比率 塗装方法 希釈率

エポニックス＃３１０ＤＶ 下塗 エアレス

エアレス

エアレス

主　剤
硬化剤

主　剤
硬化剤

主　剤
硬化剤

９１.５部
 ８.５部

９１部
 ９部

８４.８部
 １５.２部

エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗

エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗

エポニックスシンナーＢ

エポニックスシンナーＢ

エポニックスシンナーＢ

注１） 標準使用量は、標準膜厚（平均値）を確保するのに要する塗料使用量であり、被塗物の形状や塗装条件によって異なります。
注２） 塗装間隔は、標準状態（20℃）におけるものであり、環境条件季節（温度条件）などにより異なります。
注３） 溶接部および膜厚が付きにくい箇所（エッジ、コバなど）においては、中塗りにて増し塗りを行って下さい。
注４） 塗装完了後、ピンホール検査を実施して下さい。　電圧［Ｖ］＝（100/25［Ｖ／μｍ］）×最小膜厚［μｍ］
注５） 施工に際しては、施工上の注意および施工要領書を参照下さい。

６.塗装仕様

工程

素地調整 ４時間以内

ー

商品名

下塗り ２００

３４０

５５０

２０

７０

１３５

標準使用量
（ｇ/㎡/回）

目標膜厚
（μm/回）

塗装間隔
（20℃）

１０時間以上
７日以内

２４時間以上
７日以内

希釈率（重量比%）
（塗装方法）

０～５
（エアレス）

０～５
（エアレス）

中塗り

上塗り
第二層目

５５０ １３５０～５
（エアレス）

上塗り
第一層目

７.混合希釈要領

０～５％

０～５％

５～１５％

商品名 希釈シンナー 混合比率 塗装方法 希釈率

ゼッタールＥＰ－２ エアレス

エアレス

エアレス

主　剤
硬化剤

主　剤
硬化剤

主　剤
硬化剤

９１部
 ９部

８４.８部
 １５.２部

エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗

エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗

エポニックスシンナーＢ

エポニックスシンナーＢ

適 用 箇 所

内容物種類

温 度

最 小 膜 厚

：

：

：

：

タンク内面

2ページ「内容物に適用するコーティングの種類」を参照下さい。

常温（～40℃）

250μｍ

１.

２.

３.

４.

５.使用材料一覧表

一般名

有機ジンクリッチプライマー

商品名

  ゼッタールＥＰ－２

希釈剤

 ゼッタールＥＰ－２シンナー

エポキシ樹脂中塗塗料 エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗 エポニックスシンナーＢ

エポキシ樹脂上塗塗料 厚膜形 エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗 エポニックスシンナーＢ

ゼッタールＥＰ－２

エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗

エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗

エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗

５～１５
（エアレス）

１２時間以上
６ヶ月以内

９５部
５部ゼッタールＥＰ－２シンナー

 仕様番号  No.3  仕様番号  No.4

ブラスト処理：ＩＳＯーＳａ２ １/２（SSPCーSP１０） ブラスト処理：ＩＳＯーＳａ２ １/２（SSPCーSP１０）



注１） 標準使用量は、標準膜厚（平均値）を確保するのに要する塗料使用量であり、被塗物の形状や塗装条件によって異なります。
注２） 塗装間隔は、標準状態（20℃）におけるものであり、環境条件季節（温度条件）などにより異なります。
注３） 溶接部および膜厚が付きにくい箇所（エッジ、コバなど）においては、中塗りにて増し塗りを行って下さい。
注４） 塗装完了後、ピンホール検査を実施して下さい。　電圧［Ｖ］＝（100/25［Ｖ／μｍ］）×最小膜厚［μｍ］
注５） 施工に際しては、施工上の注意および施工要領書を参照下さい。

適 用 箇 所

内容物種類

温 度

最 小 膜 厚

：

：

：

：

タンク内面

2ページ「内容物に適用するコーティングの種類」を参照下さい。

常温（～40℃）

250μｍ

１.

２.

３.

４.

５.使用材料一覧表

一般名

エポキシ樹脂下塗塗料

商品名

エポニックス＃３１０ＤＶ 下塗

希釈剤

エポニックスシンナーＢ

エポキシ樹脂中塗塗料 エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗 エポニックスシンナーＢ

エポキシ樹脂上塗塗料 厚膜形 エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗 エポニックスシンナーＢ

６.塗装仕様

工程

素地調整 ４時間以内

ー

商品名 色相

下塗り エポニックス＃３１０ＤＶ 下塗 ２５０

３４０

４９０

５０

７０

１２０

標準使用量
（ｇ/㎡/回）

目標膜厚
（μm/回）

塗装間隔
（20℃）

５時間以上
７日以内

１０時間以上
７日以内

２４時間以上
７日以内

希釈率（重量比%）
（塗装方法）

０～５
（エアレス）

０～５
（エアレス）

０～５
（エアレス）

中塗り エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗

上塗り
第二層目 エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗

グリーン

バフ

ブルーホワイト

４９０ １２００～５
（エアレス）

上塗り
第一層目 エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗 ブルーホワイト

色相

グレー

バフ

ブルーホワイト

ブルーホワイト

７.混合希釈要領

０～５％

０～５％

０～５％

商品名 希釈シンナー 混合比率 塗装方法 希釈率

エポニックス＃３１０ＤＶ 下塗 エアレス

エアレス

エアレス

主　剤
硬化剤

主　剤
硬化剤

主　剤
硬化剤

９１.５部
 ８.５部

９１部
 ９部

８４.８部
 １５.２部

エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗

エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗

エポニックスシンナーＢ

エポニックスシンナーＢ

エポニックスシンナーＢ

注１） 標準使用量は、標準膜厚（平均値）を確保するのに要する塗料使用量であり、被塗物の形状や塗装条件によって異なります。
注２） 塗装間隔は、標準状態（20℃）におけるものであり、環境条件季節（温度条件）などにより異なります。
注３） 溶接部および膜厚が付きにくい箇所（エッジ、コバなど）においては、中塗りにて増し塗りを行って下さい。
注４） 塗装完了後、ピンホール検査を実施して下さい。　電圧［Ｖ］＝（100/25［Ｖ／μｍ］）×最小膜厚［μｍ］
注５） 施工に際しては、施工上の注意および施工要領書を参照下さい。

６.塗装仕様

工程

素地調整 ４時間以内

ー

商品名

下塗り ２００

３４０

５５０

２０

７０

１３５

標準使用量
（ｇ/㎡/回）

目標膜厚
（μm/回）

塗装間隔
（20℃）

１０時間以上
７日以内

２４時間以上
７日以内

希釈率（重量比%）
（塗装方法）

０～５
（エアレス）

０～５
（エアレス）

中塗り

上塗り
第二層目

５５０ １３５０～５
（エアレス）

上塗り
第一層目

７.混合希釈要領

０～５％

０～５％

５～１５％

商品名 希釈シンナー 混合比率 塗装方法 希釈率

ゼッタールＥＰ－２ エアレス

エアレス

エアレス

主　剤
硬化剤

主　剤
硬化剤

主　剤
硬化剤

９１部
 ９部

８４.８部
 １５.２部

エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗

エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗

エポニックスシンナーＢ

エポニックスシンナーＢ

適 用 箇 所

内容物種類

温 度

最 小 膜 厚

：

：

：

：

タンク内面

2ページ「内容物に適用するコーティングの種類」を参照下さい。

常温（～40℃）

250μｍ

１.

２.

３.

４.

５.使用材料一覧表

一般名

有機ジンクリッチプライマー

商品名

  ゼッタールＥＰ－２

希釈剤

 ゼッタールＥＰ－２シンナー

エポキシ樹脂中塗塗料 エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗 エポニックスシンナーＢ

エポキシ樹脂上塗塗料 厚膜形 エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗 エポニックスシンナーＢ

ゼッタールＥＰ－２

エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗

エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗

エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗

５～１５
（エアレス）

１２時間以上
６ヶ月以内

９５部
５部ゼッタールＥＰ－２シンナー

 仕様番号  No.3  仕様番号  No.4

ブラスト処理：ＩＳＯーＳａ２ １/２（SSPCーSP１０） ブラスト処理：ＩＳＯーＳａ２ １/２（SSPCーSP１０）



注１） 標準使用量は、標準膜厚（平均値）を確保するのに要する塗料使用量であり、被塗物の形状や塗装条件によって異なります。
注２） 塗装間隔は、標準状態（20℃）におけるものであり、環境条件季節（温度条件）などにより異なります。
注３） 溶接部および膜厚が付きにくい箇所（エッジ、コバなど）においては、中塗りにて増し塗りを行って下さい。
注４） 塗装完了後、ピンホール検査を実施して下さい。　電圧［Ｖ］＝（100/25［Ｖ／μｍ］）×最小膜厚［μｍ］
注５） 施工に際しては、施工上の注意および施工要領書を参照下さい。

適 用 箇 所

内容物種類

温 度

最 小 膜 厚

：

：

：

：

ジェット燃料タンク内面

2ページ「内容物に適用するコーティングの種類」を参照下さい。

常温（～40℃）

250μｍ

１.

２.

３.

４.

５.使用材料一覧表

一般名

エポキシ樹脂下塗塗料

商品名

エポニックス＃３１０ＤＶ 下塗

希釈剤

エポニックスシンナーＢ

エポキシ樹脂中塗塗料 エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗 エポニックスシンナーＢ

エポキシ樹脂上塗塗料 厚膜形 エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗  三愛ＪＥＴ エポニックスシンナーＢ

６.塗装仕様

工程

素地調整 ４時間以内

ー

商品名 色相

下塗り エポニックス＃３１０ＤＶ 下塗 ２５０

３４０

５７０

５０

７０

１２０

標準使用量
（ｇ/㎡/回）

目標膜厚
（μm/回）

塗装間隔
（20℃）

５時間以上
７日以内

１０時間以上
７日以内

２４時間以上
７日以内

希釈率（重量比%）
（塗装方法）

０～５
（エアレス）

０～５
（エアレス）

３～１０
（エアレス）

中塗り エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗

上塗り
第二層目 エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗  三愛ＪＥＴ

グリーン

バフ

ホワイト

５７０ １２０３～１０
（エアレス）

上塗り
第一層目 エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗  三愛ＪＥＴ ホワイト

７.混合希釈要領

３～１０％

０～５％

０～５％

商品名 希釈シンナー 混合比率 塗装方法 希釈率

エポニックス＃３１０ＤＶ 下塗 エアレス

エアレス

エアレス

主　剤
硬化剤

主　剤
硬化剤

主　剤
硬化剤

９１.５部
 ８.５部

９１部
 ９部

８５部
 １５部

エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗

エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗  三愛ＪＥＴ

エポニックスシンナーＢ

エポニックスシンナーＢ

エポニックスシンナーＢ

０.２０kg/㎡/回

二液性 二液性

１８.９kgセット（主剤１７.３kg、硬化剤１.６kg） １７.８kgセット（主剤１６.２kg、硬化剤１.６kg）

SDS参照

SDS参照 SDS参照 SDS参照 SDS参照

SDS参照

SDS参照

SDS参照

SDS参照

SDS参照

８２KU

２.塗装基準 ２.塗装基準

刷毛塗り、ローラー塗装、エアレス塗装 刷毛塗り、ローラー塗装、エアレス塗装

刷毛塗り、ローラー塗装

注） 標準使用量は、被塗物の形状や塗装条件によって異なります。

※乾燥時間は、当社標準膜厚での数値です。 ※乾燥時間は、当社標準膜厚での数値です。

注） 標準使用量は、被塗物の形状や塗装条件によって異なります。

０～５％

５０μm

１２５μm

０.２５kg/㎡/回

エアレス塗装

０～５％

５０μm

１２５μm

０.１３kg/㎡/回

刷毛塗り、ローラー塗装

０～５％

３５μm

７５μm

０.３４kg/㎡/回

エアレス塗装

０～５％

７０μm

１５０μm

 仕様番号  No.5

ブラスト処理：ＩＳＯーＳａ２ １/２（SSPCーSP１０）

１/２



注１） 標準使用量は、標準膜厚（平均値）を確保するのに要する塗料使用量であり、被塗物の形状や塗装条件によって異なります。
注２） 塗装間隔は、標準状態（20℃）におけるものであり、環境条件季節（温度条件）などにより異なります。
注３） 溶接部および膜厚が付きにくい箇所（エッジ、コバなど）においては、中塗りにて増し塗りを行って下さい。
注４） 塗装完了後、ピンホール検査を実施して下さい。　電圧［Ｖ］＝（100/25［Ｖ／μｍ］）×最小膜厚［μｍ］
注５） 施工に際しては、施工上の注意および施工要領書を参照下さい。

適 用 箇 所

内容物種類

温 度

最 小 膜 厚

：

：

：

：

ジェット燃料タンク内面

2ページ「内容物に適用するコーティングの種類」を参照下さい。

常温（～40℃）

250μｍ

１.

２.

３.

４.

５.使用材料一覧表

一般名

エポキシ樹脂下塗塗料

商品名

エポニックス＃３１０ＤＶ 下塗

希釈剤

エポニックスシンナーＢ

エポキシ樹脂中塗塗料 エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗 エポニックスシンナーＢ

エポキシ樹脂上塗塗料 厚膜形 エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗  三愛ＪＥＴ エポニックスシンナーＢ

６.塗装仕様

工程

素地調整 ４時間以内

ー

商品名 色相

下塗り エポニックス＃３１０ＤＶ 下塗 ２５０

３４０

５７０

５０

７０

１２０

標準使用量
（ｇ/㎡/回）

目標膜厚
（μm/回）

塗装間隔
（20℃）

５時間以上
７日以内

１０時間以上
７日以内

２４時間以上
７日以内

希釈率（重量比%）
（塗装方法）

０～５
（エアレス）

０～５
（エアレス）

３～１０
（エアレス）

中塗り エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗

上塗り
第二層目 エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗  三愛ＪＥＴ

グリーン

バフ

ホワイト

５７０ １２０３～１０
（エアレス）

上塗り
第一層目 エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗  三愛ＪＥＴ ホワイト

７.混合希釈要領

３～１０％

０～５％

０～５％

商品名 希釈シンナー 混合比率 塗装方法 希釈率

エポニックス＃３１０ＤＶ 下塗 エアレス

エアレス

エアレス

主　剤
硬化剤

主　剤
硬化剤

主　剤
硬化剤

９１.５部
 ８.５部

９１部
 ９部

８５部
 １５部

エポニックス＃３１０ＤＶ 中塗

エポニックス＃３１０ＤＶ 上塗  三愛ＪＥＴ

エポニックスシンナーＢ

エポニックスシンナーＢ

エポニックスシンナーＢ

０.２０kg/㎡/回

二液性 二液性

１８.９kgセット（主剤１７.３kg、硬化剤１.６kg） １７.８kgセット（主剤１６.２kg、硬化剤１.６kg）

SDS参照

SDS参照 SDS参照 SDS参照 SDS参照

SDS参照

SDS参照

SDS参照

SDS参照

SDS参照

８２KU

２.塗装基準 ２.塗装基準

刷毛塗り、ローラー塗装、エアレス塗装 刷毛塗り、ローラー塗装、エアレス塗装

刷毛塗り、ローラー塗装

注） 標準使用量は、被塗物の形状や塗装条件によって異なります。

※乾燥時間は、当社標準膜厚での数値です。 ※乾燥時間は、当社標準膜厚での数値です。

注） 標準使用量は、被塗物の形状や塗装条件によって異なります。

０～５％

５０μm

１２５μm

０.２５kg/㎡/回

エアレス塗装

０～５％

５０μm

１２５μm

０.１３kg/㎡/回

刷毛塗り、ローラー塗装

０～５％

３５μm

７５μm

０.３４kg/㎡/回

エアレス塗装

０～５％

７０μm

１５０μm

 仕様番号  No.5

ブラスト処理：ＩＳＯーＳａ２ １/２（SSPCーSP１０）

１/２



9 10

０.１６kg/㎡/回

二液性

ブルーホワイト、ブルーグレー、クリーム

１８.２kgセット（主剤１５.４３kg、硬化剤２.７７kg）

SDS参照

SDS参照 SDS参照

SDS参照

SDS参照

８５KU

６時間

３０時間

１２時間

２.塗装基準

刷毛塗り、ローラー塗装、エアレス塗装

刷毛塗り、ローラー塗装

注） 標準使用量は、被塗物の形状や塗装条件によって異なります。

０～５％

５０μm

１２５μm

０.６１kg/㎡/回

エアレス塗装

０～５％

１５０μm

３５０μm

チップ№１６３ー５１７～６１９

０.１８kg/㎡/回

二液性

ホワイト、淡彩

５分つや

１.３７

０.８７

６８%

２０kgセット（主剤１７kg、硬化剤３kg）

SDS参照

SDS参照 SDS参照

SDS参照

SDS参照

８５KU

２時間

２４時間

１２０

１.５時間

８時間

１時間

６時間

３０分

５時間

１２時間 ６時間 ４時間 ２時間

４８時間 ２４時間 １５時間 ８時間

２.塗装基準

刷毛塗り、ローラー塗装、エアレス塗装

刷毛塗り、ローラー塗装

注） 標準使用量は、被塗物の形状や塗装条件によって異なります。

３～１０％

５０μm

１２５μm

１

０.５７kg/㎡/回

エアレス塗装

３～１０％

１２０μm

２７５μm

１２ １２０

チップ№１６３ー５１５～７１５

♯ 上塗 三愛JETエポニックス

７２

タンクなど

平均気温

製品注入

被塗面のさび・油・湿気・塵埃・水分・その他の有害な付着
物を完全に除去して下さい。エポキシ樹脂塗料は、素地調
整の良し悪しが特に性能に影響しますので、ISO‐Sa２ １/２ 
（SSPC－SP１０）以上までケレンして下さい。

塗装中はもちろんのこと塗装終了後も有機溶剤中毒防止、
引火爆発の防止、塗膜性能などの観点より、十分な換気量
で死角のない配置による換気を行って下さい。換気は次の
要領で行って下さい。

１.施工中はもちろん、施工後７２時間は死角のない十分な
　換気を行って下さい。
２.硬化するまでの間、換気を中断すると塗膜の耐水性が低
　 下するので、夜間においても換気は必ず励行願います。
３.換気条件

エポニックス#３１０DVシステムは、厚膜タイプの塗料です。
１回の塗装で厚膜を確保するための塗装方法として、スプ
レー塗装をお奨めします。

２０℃で7日以上の養生期間を標準としています。塗装完
了後の養生乾燥時間は十分にとって下さい。

使用時に規定の割合に混合し、十分に撹拌して均一な塗料
状態にして下さい。混合比を間違えますと、塗膜性能が十分
に発揮できないばかりか、塗膜が硬化しないことがあります。

希釈と使用器具の洗浄には、必ずエポニックスシンナーBを使用
して下さい。一度硬化すると、シンナーでは溶解しなくなります。

引火性の液体で、危険有害性情報のある物質を含有していますので、取扱いには下記の注意事項を守って下さい。
※詳細な内容が必要な時には、安全データシート（SDS）をご参照下さい。

※乾燥時間は、当社標準膜厚での数値です。 ※乾燥時間は、当社標準膜厚での数値です。

おける

※本カタログに記載の内容について、無断転載・複製を禁じます。



9 10

０.１６kg/㎡/回

二液性

ブルーホワイト、ブルーグレー、クリーム

１８.２kgセット（主剤１５.４３kg、硬化剤２.７７kg）

SDS参照

SDS参照 SDS参照

SDS参照

SDS参照

８５KU

６時間

３０時間

１２時間

２.塗装基準

刷毛塗り、ローラー塗装、エアレス塗装

刷毛塗り、ローラー塗装

注） 標準使用量は、被塗物の形状や塗装条件によって異なります。

０～５％

５０μm

１２５μm

０.６１kg/㎡/回

エアレス塗装

０～５％

１５０μm

３５０μm

チップ№１６３ー５１７～６１９

０.１８kg/㎡/回

二液性

ホワイト、淡彩

５分つや

１.３７

０.８７

６８%

２０kgセット（主剤１７kg、硬化剤３kg）

SDS参照

SDS参照 SDS参照

SDS参照

SDS参照

８５KU

２時間

２４時間

１２０

１.５時間

８時間

１時間

６時間

３０分

５時間

１２時間 ６時間 ４時間 ２時間

４８時間 ２４時間 １５時間 ８時間

２.塗装基準

刷毛塗り、ローラー塗装、エアレス塗装

刷毛塗り、ローラー塗装

注） 標準使用量は、被塗物の形状や塗装条件によって異なります。

３～１０％

５０μm

１２５μm

１

０.５７kg/㎡/回

エアレス塗装

３～１０％

１２０μm

２７５μm

１２ １２０

チップ№１６３ー５１５～７１５

♯ 上塗 三愛JETエポニックス

７２

タンクなど

平均気温

製品注入

被塗面のさび・油・湿気・塵埃・水分・その他の有害な付着
物を完全に除去して下さい。エポキシ樹脂塗料は、素地調
整の良し悪しが特に性能に影響しますので、ISO‐Sa２ １/２ 
（SSPC－SP１０）以上までケレンして下さい。

塗装中はもちろんのこと塗装終了後も有機溶剤中毒防止、
引火爆発の防止、塗膜性能などの観点より、十分な換気量
で死角のない配置による換気を行って下さい。換気は次の
要領で行って下さい。

１.施工中はもちろん、施工後７２時間は死角のない十分な
　換気を行って下さい。
２.硬化するまでの間、換気を中断すると塗膜の耐水性が低
　 下するので、夜間においても換気は必ず励行願います。
３.換気条件

エポニックス#３１０DVシステムは、厚膜タイプの塗料です。
１回の塗装で厚膜を確保するための塗装方法として、スプ
レー塗装をお奨めします。

２０℃で7日以上の養生期間を標準としています。塗装完
了後の養生乾燥時間は十分にとって下さい。

使用時に規定の割合に混合し、十分に撹拌して均一な塗料
状態にして下さい。混合比を間違えますと、塗膜性能が十分
に発揮できないばかりか、塗膜が硬化しないことがあります。

希釈と使用器具の洗浄には、必ずエポニックスシンナーBを使用
して下さい。一度硬化すると、シンナーでは溶解しなくなります。

引火性の液体で、危険有害性情報のある物質を含有していますので、取扱いには下記の注意事項を守って下さい。
※詳細な内容が必要な時には、安全データシート（SDS）をご参照下さい。

※乾燥時間は、当社標準膜厚での数値です。 ※乾燥時間は、当社標準膜厚での数値です。

おける

※本カタログに記載の内容について、無断転載・複製を禁じます。



常温硬化形タンク内面コーティング用エポキシ樹脂塗料
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♯

エポニックス
システム
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東京営業所
札幌営業所
仙台営業所
北関東営業所
新潟営業所
千葉営業所
神奈川営業所
静岡営業所

東京都大田区蒲田5-13-23（TOKYU REIT 蒲田ビル）
札幌市白石区中央二条1-5-1
仙台市若林区六丁の目西町8-1 (齋喜センタービル)
埼玉県久喜市久喜中央１丁目5-18（辻屋ビル）
新潟市中央区南笹口1-1-54（日生南笹口ビル）
千葉市中央区富士見2-7-5（富士見ハイネスビル）
神奈川県相模原市中央区鹿沼台1-7-7（トラスト・テック相模原ビル）
静岡市葵区御幸町8（静岡三菱ビル）

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

03-5710-4501
011-822-1661
022-288-8866
0480-26-5111
025-244-7890
043-225-1721
042-786-1831
054-254-5341

〠
〠
〠
〠
〠
〠
〠
〠

144-0052
003-0012
984-0011
346-0003
950-0912
260-0015
252-0233
420-0857

大阪営業所
名古屋営業所
富山営業所
京滋営業所
姫路出張所
岡山営業所
広島営業所
高松営業所
福岡営業所

大阪市中央区南船場1-18-11（SRビル長堀）
名古屋市中区金山1-12-14（金山総合ビル）
富山市新桜町6-15（Toyama Sakuraビル)
京都市山科区竹鼻堂ノ前町46-1（京都山科ビル）
兵庫県姫路市東延末1-1（姫路NKビル）
岡山市北区高柳東町10-30
広島市南区大州3-4-1
高松市多肥下町1511-1（サンフラワー通り東ビルⅠ）
福岡県糟屋郡粕屋町長者原東3-10-5

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

06-6266-3116
052-332-1701
076-444-5260
075-595-7761
079-226-5727
086-214-1852
082-286-2811
087-869-2585
092-938-8222

〠
〠
〠
〠
〠
〠
〠
〠
〠

542-0081
460-0022
930-0005
607-8085
670-0965
700-0034
732-0802
761-8075
811-2317

塗料相談室 フリーコール
いーないろ

0120-98-1716 https://www.dnt.co.jp/


